
お元気ですか　寄居議会です　No.118  （2025. 11. 1） 発行お元気ですか　寄居議会です　 （令和７年9月定例会号）

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

11 10

議
会
提
言
・
一
点
突
破
「
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
！
」

　　読めば見える 賛成・反対 “視点の違い”
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𠮷澤議員（議長）と笠原議員（監査委員）は、
決算質疑は行っていませんので、採点はしてい
ません。
P.4「監査委員の視点」をご覧ください。

知

里 見 夕 子 議 員

町民の健康は寄居町
の財産。健康弁当の
事業充実に期待

賛成

90点

浅 見 玲 子 議 員

財政調整基金の積み
上げではなく、町民
生活支援に！

反対

65点

大 澤　 博 議 員

食料自給率を向上へ。
新規就農者が少ない
要因の分析を

反対

60点

吉 田 林 藏 議 員

高齢者福祉タクシー
事業で高齢者の外出
機会の拡大

賛成

85点

津久井大雄議員

増加するインフラ補
修に対応。今後の町
債の使い方が重要

賛成

85点

久 保 鷹 矢 議 員

社会課題と住民ニー
ズを深く理解し、意
味ある事業実施を　

賛成

75点

本 間 政 道 議 員

黒字決算であり、企
業誘致も順調で税収
の増加に期待！

賛成

85点

保 泉 周 平 議 員

主要事業は達成する
一方、財源は「選択
と集中」が必要

賛成

85点

権 田 孝 史 議 員

寄居町の良さを前面
に出し進出企業に先
行投資で協力を

賛成

85点

鈴 木 詠 子 議 員

Yori-Ca を新規事業
のインセンティブに
経済循環効果アップ

賛成

90点

稲 山 良 文 議 員

中心市街地定住促進
事業は新築住宅増加
に効果を上げた

賛成

90点

原 口　 孝 議 員

町税の収納努力を認
め税の公平性・安定
財源確保に努力

賛成

90点

𠮷 田 正 美 議 員

町 税 51.8 億 円 確 保。
基金全体残高 35.4 億
円積立。健全財政維持

賛成

80点

岡 本 安 明 議 員

移動販売事業は買い
物に困難を感じる高
齢者の助けに

賛成

90点
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決算審議を経て、令和6年度決算を各議員が100点満点で採点。
決算に対する賛成反対とあわせて、特に顕著だった項目についてコメントした。
同じ点数でも議員ごとに視点が違うことに注目いただきたい。
賛成or反対の根底にある「議員の真意」はいかに。

賛否だけではわからない「議員の真意」とは

令和５年度決算

令和４年度決算

令和３年度決算

𠮷 澤 康 広議 長

過去 3 か年度の
評価はこちら

賛成３年連続税収50億超
鈴木詠子議員

電子化など新たな収納機会創出で3年連
続５０億円超の税収、６億４000万の黒
字決算。自主財源の積極的な確保を評価。

賛成国保財政の健全化！
笠原則夫議員

県は「埼玉県国保運営方針」を定め、
法定外繰入補填の解消や、医療費の
適正化を進める。

賛成安心の医療体制を要望
里見夕子議員

地域医療との連携強化や若い世代へ
の制度理解の促進など世代を超えた
健康支援体制の充実強化に期待する。

賛成健全経営の水準上回る
吉田林藏議員

経常収支比率は、前年度比2.41ポ
イント増の107.50%となり、健全
経営の水準となる100%を上回る。

賛成子ども子育て支援事業
笠原則夫議員

「子ども子育て支援事業」システム改
修のための補正。令和８年度から円
滑にスタートさせたい。

賛成先を見据えた施策を
本間政道議員

少子高齢化対策として、高齢者の保
険料の一部を子ども・子育てに支援・
補助する補正であり、賛成。

賛成インボイス申請簡略化へ
稲山良文議員

税の公平の観点から消費税が8～
10％に決まり、それ以前は1000万
円以下の売上額は免税。しかし申請
書は簡略化すべき。

反対米価高騰に町の支援を
大澤　博議員

米価高騰の緊急事態時に、自治体は
住民に対し、財政調整基金を取り崩
して、町独自の支援策をすべきだ。

反対黒字を国保税の軽減に
浅見玲子議員

令和６年度の国保税は県内2番目に
高かった。1億3045万の黒字は国保
税の引き下げが可能だったのでは。

反対負担軽減で健康長寿へ
浅見玲子議員

年金額が実質低下し、保険料と医療
費の負担は大きい。一般会計からの
繰入れで負担軽減すべきと考える。

反対国の予算で子育て支援を
浅見玲子議員

少子化対策の財源を後期高齢者保険
税に上乗せするのはおかしい。その
ためのシステム改修の予算は反対。

反対制度改革では救えない
浅見玲子議員

特に個人事業主・一人親方に重大な
不利益がある制度。来年控除が減ら
され、さらに増税に。意見書の内容
は不十分。

反対年金世帯への配慮を
大澤　博議員

物価高騰で、年金者世帯は切詰めた
生活を送っている。使用料金は使っ
た量だけ納める方式に変えるべきだ。

反対財源徴収の改修に反対
大澤　博議員

改修の財源を国民の健康を守る医療
保険制度へ負担させるものではない。
国に対し財源変更を求めるべき。

ギカイ議論　  議員の主張 討
賛成 反対

論


